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■
地
方
が
自
ら
の
財
源
と
責
任
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
に

「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う
方
針

の
も
と
進
め
ら
れ
て
い
る
三
位
一
体
改
革
。
地
方
団

納
税
額
は
前
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
所
得
に

応
じ
て
決
ま
る
「
所
得
割
税
額
」
と
、
各
市
町
村

に
よ
っ
て
税
額
が
異
な
る
「
均
等
割
税
額
」
を
合

算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
住
民
税
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、
前
段
の
所

得
割
の
税
率
が
10
％
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

住
民
税
所
得
割
の
税
率
は
従
来
３
段
階
の
超
過
累

進
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
所
得
の
多
い

少
な
い
に
関
わ
ら
ず
一
律
10
％
の
比
例
税
率
構
造
に

変
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
応
益
原
則
の
明
確

化
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
高
額
所
得
者
の
多
い
地
域
に

税
収
が
集
中
す
る
こ
と
な
く
税
源
移
譲
が
可
能
と
な

り
ま
す
（
税
源
の
偏
在
度
の
縮
小
）。

※
こ
の
改
正
は
、
平
成
19
年
６
月
徴
収
分
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。
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地
方
団
体
が
自
主
性
を
発
揮
し
、
よ

り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

に
進
め
ら
れ
て
き
た
三
位
一
体
の
改

革
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
国
の
所
得
税

か
ら
地
方
の
住
民
税
へ
3
兆
円
の
税
源

移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。

権
限
移
譲
に
伴
い
、
み
な
さ
ん
が
納

め
て
い
る
住
民
税
が
平
成
19
年
か
ら
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
今
月
号
は
、
何
が

ど
う
変
わ
る
の
か
説
明
し
ま
す
。

特 集

体
は
国
が
国
税
と
し
て
集
め
た
財
源
の
中
か
ら
国
庫

補
助
金
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
は

必
ず
し
も
自
主
性
が
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
地
方
団
体
が
自
主
的
に
財
源
の
確
保
を
行
い
、

住
民
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら

の
責
任
で
よ
り
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
国
税
か
ら
地

方
税
へ
移
し
、
税
そ
の
も
の
の
形
で
３
兆
円
の
税
源

移
譲
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
住
民
税
所
得
割
の
税
率
を
10
％
に
統
一

住
民
税
は
、
日
本
の
税
金
の
う
ち
、
個
人
に
対

す
る
道
府
県
民
税
と
市
町
村
民
税
を
合
わ
せ
た
も

の
で
、
賦
課
徴
収
は
市
町
村
が
一
括
し
て
取
り
扱

い
ま
す
。

移譲前 

移譲後 

住 民 地 方 

行政 
サービス 

住民税 

所得税 国庫補助金 国 

住 民 地 方 

行政 
サービス 

住民税 
+3兆円 

所得税 

△3兆円 国庫補助金 国 

税
源
移
譲
に
よ
っ
て

住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん

平
成
19
年
か
ら
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平成19年度分から 

10%
（都道府県民税4%、市区町村民税6%） 

（課税所得） ▲ 0

平成18年度分まで 

10% 13% 
5%

（課税所得） 

▲ 0 ▲ 200万円 ▲ 700万円 

●200万円までの課税所得は税率5％
●200～700万円までの課税所得は税率10％
●700万円超の課税所得は税率13％
◎たとえば、課税所得が300万円の場合……
200万円×5％＋（300万円-200万円）×10％＝20万円

課税所得にかかわらず、一律10％
◎たとえば、課税所得が300万円の場合……
300万円×10％＝30万円
※実際の税額は、この他に人的控除の差に対応し
た減額措置が講じられます。

？ ？ 
課税所得 
とは？ 
課税所得 
とは？ 

皆さんの給与や事業収入などは税法上「収入」と呼ばれるものです。「課税所得」とはこの「収入」
から給与所得控除や基礎控除、扶養控除、社会保険料控除といった諸控除を差し引いた残りの金額
のことです。この「課税所得」に税率をかけたものが「税額」となります。

■
所
得
税
が
減
り
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん

住
民
税
所
得
割
の
10
％
比
例
税
率
化
に
伴
い
、
国

が
集
め
る
国
税
（
＝
所
得
税
）
の
税
率
構
造
も
見
直

さ
れ
ま
す
。

住
民
税
に
つ
い
て
は
最
低
税
率
を
５
％→

10
％
に

引
き
上
げ
、
最
高
税
率
が
13
％→

10
％
に
引
き
下
げ

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
所
得
税
は
逆
に
最
低
税
率
が

10
％→

５
％
に
引
き
下
げ
、
最
高
税
率
が
37
％→

40
％
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
的
控
除
の
差
に
対
応
し
た
減
額
措
置
な

ど
も
講
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
税

源
移
譲
の
前
後
で
「
住
民
税
＋
所
得
税
」
の
納
税
者

の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

移譲前 

10%比例税率 

※図中の税率は、都道府県民税と市区町村民税を合わせたものです。 

移譲後 

個々の納税者の負担合計額は同じ 

4段階 

6段階 

=所 得 税  住 民 税  

所 得 税  住 民 税  

10 
%

5 
%

10 
%

20 
%

23 
%

33 
%

40 
%

5%

2% 3%
3% 8%

6%（市区町村民税） 
4%（都道府県民税） 

10%

10%
13%

20 
%

30 
%

37 
%

詳
し
く
は
、
町
税
務
住
民
チ
ー
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５

８
）
８
２
０
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

給与収入 

300万円 124,000

258,000

474,000

966,000

64,500

163,000

307,000

553,000

188,500

421,000

781,000

1,519,000

500万円 

700万円 

1,000万円 

所得税 住民税 合　計 

税源移譲前（単位：円） 

62,000

160,500

376,500

868,500

126,500

260,500

404,500

650,500

188,500

421,000

781,000

1,519,000

所得税 住民税 合　計 

税源移譲後（単位：円） 

0

59,500

165,500

590,500

9,000

135,500

293,500

539,500

9,000

195,000

459,000

1,130,000

所得税 住民税 合　計 

　税源移譲後（単位：円） 
給与収入 

300万円 0

119,000

263,000

688,000

9,000

76,000

196,000

442,000

9,000

195,000

459,000

1,130,000

500万円 

700万円 

1,000万円 

所得税 住民税 合　計 

税源移譲前（単位：円） 

0円 

0円 

0円 

0円 

負担 
増減額 

0円 

0円 

0円 

0円 

負担 
増減額 

=

=

●独身者の場合 

●夫婦+子供2人の場合 

※夫婦+子供2人の場合、

子供のうち1人が特定

扶養親族に該当する

ものとしています。

※一定の社会保険料が

控除されるものとし

て計算しています。

★上記は税源移譲によ

る負担変動を示すも

のです。このほか平成

19年分所得税、平成

19年度分住民税から

定率減税が廃止され

る等の影響があるこ

とにご留意ください。



料
館
運
営
委
員
の
上
原
正
輝
さ

ん
・
中
西
　
さ
ん
・
西
山
耘
平

さ
ん
が
あ
た
り
、
刀
剣
に
つ
い

て
の
詳
し
く
丁
寧
な
説
明
に
、

30
人
ほ
ど
の
受
講
生
の
み
な
さ

ん
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
、
メ
モ
を
取
っ
た
り
、

質
問
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
特
別
展
に
あ

わ
せ
て
、
旧
田
丸
藩
久

野
家
ご
子
孫
の
久
野
純

次
様
（
神
奈
川
県
在
住
）

か
ら
ご
厚
志
を
賜
り
ま

し
た
。

注目の話題

ピックアップ
T a m a k i T o w n R e p o r t

丸
城
が
成
立
し
て
か
ら

今
年
で
６
７
０
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
10
月

20
日
か
ら
24
日
ま
で
「
田
丸
城

成
立
か
ら
近
現
代
ま
で
の
ま
ち

の
歩
み
展
」
を
開
き
、
歴
史
資

料
な
ど
郷
土
ゆ
か
り
の
品
々
を

展
示
し
ま
し
た
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
交
通
の

要
衝
と
し
て
栄
え
た
田
丸
城
を

め
ぐ
る
出
土
品
、
文
書
、
写
真

パ
ネ
ル
の
ほ
か
、
郷
土
の
パ
イ

オ
ニ
ア
、
朝
日
新
聞
創
始
者
の

村
山
龍
平
、
柔
軟
オ
ブ
ラ
ー
ト

発
明
者
小
林
政
太
郎
な
ど
の
関

係
資
料
な
ど
80
点
あ
ま
り
を
そ

ろ
え
ま
し
た
。

ま
た
、
21
日
に
は
、
記
念
館

田

横
の
旧
三
の
丸
御
殿
　
奥
書

院
で
講
座
「
お
も
し
ろ
い
刀

の
こ
と
わ
ざ
郷
土
刀
の
お
は

な
し
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
役
に
は
玉
城
町
郷
土
資

Ta
m

a
ki
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o

p
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m
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田
丸
城
築
城
６
７
０
年
記
念

村
山
龍
平
記
念
館
特
別
展

郷
土
刀
特
別
講
座
　
に
ぎ
わ
う

郷土刀の話をする上原さん（右）と中西さん

村山龍平記念館特別展では郷土ゆかりの品々が並んだ
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鼓
の
音
が
こ
だ
ま
し
、
観
客
の

目
を
釘
付
け
に
し
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
有
田
保
育
所
園
児

に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
演
技
が

披
露
さ
れ
た
り
、
午
後
か
ら
は

多
気
町
を
拠
点
に
活
動
す
る

「
は
っ
ぴ
ー
７
」
の
バ
ン
ド
演
奏

が
あ
っ
た
り
と
、
芝
生
広
場
は

月
21
日
（
土
）、
第
９
回

ア
ス
ピ
ア
玉
城
秋
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
味

工
房
ア
グ
リ
の
催
し
や
、
ス
テ

ー
ジ
を
中
心
に
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
玉

丸
城
太
鼓
の
演
奏
、
力
強
い
太

好
天
に
恵
ま
れ

朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
・
人
・
人
。

ア
ス
ピ
ア
玉
城
秋
ま
つ
り
　

10

はっぴー7の生演奏

有田保育所園児の演技

力強い玉丸城太鼓の演奏

そ
の
他
、
菊
の
ア
レ
ン
ジ
フ

ラ
ワ
ー
展
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
う
ま
い
も
の
市
な
ど
の
出

店
は
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気

ぶ
り
で
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
す

ば
ら
し
い
秋
晴
れ
の
空
の
下
、

ア
ス
ピ
ア
玉
城
の
秋
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
観
客

で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

町では、役場ロビーで、絵画、書道など田丸城築城670年記念展を開催します。ぜひお出かけください。
今後もテーマ・作品ごとに展示会を行います。ご期待ください。
■日時 12月4日（月）～12月22日（金）※土日を除く

午前８時30分～午後7時まで
■場所 町役場庁舎　1階　ロビー
詳しくは、町教育委員会　TEL（58）8212へ

町役場ロビーを展示場に！

田丸城築城670年記念展開催
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村
町
長
は
「
町
民
が
お
互
い
に

助
け
合
い
、
支
え
あ
う
様
々
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
礎
は
、
平
和
な
社
会
で
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
、
つ
づ
い
て
中

西
遺
族
会
会
長
、
浅
野
議
会
議

長
ら
が
追
悼
の
言
葉
を
送
り
ま

し
た
。

ま
た
、
次
の
世
代
を
担
う
玉

城
中
学
校
生
徒
を
代
表
し
て
、

林
大
史
さ
ん
、
渡
邊

あ
ず
さ
さ
ん
が
恒
久

平
和
へ
の
誓
い
を
読

み
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
全
員

が
菊
の
花
を
た
む

け
、
悲
し
い
歴
史
を

二
度
と
繰
り
返
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
心

新
た
に
し
ま
し
た
。

78
回
町
戦
没
者
追
悼
式

を
10
月
22
日
、
町
保
健

福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で

行
い
、
世
界
平
和
を
希
求
し
、

戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
会
場
に
は
、
遺
族
、

町
関
係
者
ら
が
参
列
。
見
事
な

菊
が
飾
ら
れ
た
追
悼
碑
を
前
に
、

鐘
の
合
図
で
黙
と
う
が
行
わ
れ

式
典
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
辻

戦
没
者
の
冥
福
祈
り

戦
没
者
追
悼
式

第

注目の話題

ピックアップ
T a m a k i T o w n R e p o r t

商
工
会
は
10
月
25

日
、
村
山
龍
平
記

念
館
横
の
奥
書
院
で
、『
産

業
観
光
推
進
協
議
会
』
の

発
足
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
の
取
り
組

み
は
、
も
の
づ
く
り
の
歴

史
や
仕
組
み
を
楽
し
み
な

が
ら
学
び
、
ま
た
体
験
す

る
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル

を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の

で
、
中
小
企
業
庁
の
『
地

域
資
源
∞
（
無
限
大
）
全
国

展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に

採
択
さ
れ
た
地
域
活
性
化
事
業

で
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
産
業
観
光
」。
歴
史
あ
る
史

跡
や
記
念
館
な
ど
の
豊
富
な
文
化

財
と
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
地
元

大
手
企
業
工
場
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
の
高
い
有
望
な
中
堅
企
業
を
産

業
観
光
の
中
核
資
源
と
し
、
農
業

体
験
や
田
園
風
景
な
ど
を
保
管
資

源
と
し
、
そ
れ
ら
の
資
源
と
融
合

を
図
り
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
そ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

体
験
す
る
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
構
築
へ

産
業
観
光
推
進
協
議
会
発
足
　

町

戦没者の霊に追悼の言葉をおくりました

委
員
は
、
地
元
企
業
、
町
職

員
や
地
元
の
方
々
な
ど
に
加
え
、

県
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
、

18
人
で
構
成
。

来
年
２
月
を
め
ど
に
、
近
隣

地
域
と
の
連
携
を
図
り
産
業
観

光
の
調
査
・
研
究
を
実
施
し
、

具
体
的
な
観
光
客
の
誘
致
策
や

経
済
効
果
を
生
み
出
す
仕
組
み

と
仕
掛
け
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
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奥書院で開かれた協議会発足式
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こ
の
日
は
快
晴
に
恵
ま

れ
、
家
族
連
れ
や
友
だ
ち

同
士
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
た

く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
、

な
か
に
は
当
時
の
旅
姿
の

装
い
の
人
も
い
て
、
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気
分
で

13
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の

り
を
歩
き
ま
し
た
。

生
を
求
め
、
歩
み
出
し

た
「
祈
り
の
道
」
熊
野

古
道
伊
勢
路
を
４
回
に
分
け
て

歩
く
「
熊
野
古
道
伊
勢
路
踏
破

リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」（
同
委
員
会

主
催
）
が
10
月
21
日
、
内
宮
宇

治
橋
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
２
２

０
人
の
参
加
者
が
初
日
の
田
丸

ま
で
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
汗
を

流
し
ま
し
た
。

秋
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

「
祈
り
の
道
」
を
歩
く

再

ま
た
、
こ
の
大
会
は
町
体
育

指
導
委
員
協
議
会
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
で
、
当
町
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ゴ
ー
ル
地
点
の
お
城
広
場
で

は
、
町
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
み
な

さ
ん
に
よ
り
柿
や
湯
茶
の
も
て

な
し
、
ふ
る
さ
と
味
工
房
ア
グ

リ
な
ど
の
農
産
物
販
売
も
行
わ

れ
た
ほ
か
、
玉
城
語
り
部
会
の

案
内
で
田
丸
城
跡
を
め
ぐ
っ
た

り
、
ア
ス
ピ
ア
玉
城
へ
足
を
の

ば
し
た
り
と
、
伊
勢
路
の
秋
を

満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ゴール地点のお城広場では次々と受付をすませる参加者

ヘルスメイトのみなさんが柿や湯茶のもてなしをしました

語り部のみなさんが城跡の案内をしました
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文
化
芸
能
一
堂
に

町
文
化
展
・
芸
能
発
表
会
に
ぎ
わ
う

の
芸
能
文
化
の
祭
典
が

11
月
４
・
５
日
の
両
日
、

中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
・

町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
「
第
32

回
町
民
創
作
美
術
文
化
展
」
が

開
か
れ
、
生
涯
学
習
講
座
生
徒

の
作
品
を
は
じ
め
、
地
域
で
活

動
す
る
方
々
の
素
晴
ら
し
い
作

品
３
６
２
点
が
一
堂
に
展
示
さ

れ
、
会
場
は
終
日
華
や
い
だ
雰

囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
田
丸
城
築
城
６
７
０

町

年
を
記
念
し
て
、
お
城
に
ち
な

ん
だ
作
品
９
点
が
展
示
さ
れ
た

ほ
か
、
公
民
館
講
座
の
古
文
書

解
読
ミ
ニ
教
室
も
開
か
れ
、
会

場
を
訪
れ
る
人
た
ち
は
足
を
止

め
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
町
文

化
協
会
主
催
の
「
第
20
回
芸
能

発
表
大
会
」
が
開
か
れ
、
13
サ

ー
ク
ル
が
出
場
し
、
大
正
琴
、

詩
吟
、
吟
舞
、
ダ
ン
ス
な
ど
日

頃
の
成
果
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、こ
の
大
会
も
２
日
間

に
わ
け
、２
日
目
は
自
主
サ
ー
ク

ル
や
カ
ラ
オ
ケ
を
中
心
に
他
市

町
と
の
交
流
も
深
め
な
が
ら
楽

し
い
発
表
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

古文書解読ミニ教室で説明する加納さん

大正琴の音色が響きわたる芸能発表会

元
町
消
防
団
団
長

西
岡
武
生
さ
ん

瑞
宝
単
光
章
受
章

岡
武
生
さ
ん
（
井
倉：

69
歳
）
は
、
昭
和
39
年

か
ら
平
成
16
年
ま
で
の
40
年

間
、
町
消
防
団
員
と
し
て
地
域

住
民
の
生
命
財
産
の
保
全
と
民

生
安
定
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

瑞
宝
単
光
章
受
章
（
消
防
功
労

章
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

西
岡
さ
ん
は
、
こ
の
間
、
副

団
長
、
団
長
な
ど
を
歴
任
し
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓

に
防
火
防
災
思
想
の
普
及
を

は
じ
め
、
女
性
消
防
団
員
の

創
設
な
ど
団
員
の
訓
練
の
育

成
、
非
常
時
の
迅
速
な
行
動

力
な
ど
、
率
先
し
て
地
域
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

西

総
務
大
臣
か
ら
表
彰

行
政
相
談
委
員

大
橋
正
子
さ
ん

ち
の
行
政
相
談
委
員
を

務
め
る
大
橋
正
子
さ
ん

（
三
ツ
橋
）
が
、
長
年
に
わ
た

る
功
績
を
認
め
ら
れ
、
総
務
大

臣
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

大
橋
さ
ん
は
、
平
成
３
年
に

相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、

15
年
に
わ
た
り
数
々
の
相
談
を

受
け
付
け
、
住
民
と
町
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

表
彰
伝
達
式
は
、
10
月
25
日
、

役
場
公
室
で
行
わ
れ
、
総
務
省

三
重
行
政
評
価
事
務
所
井
上
所

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ま

注目の話題

ピックアップ
T a m a k i T o w n R e p o r t

表彰された大橋さん（中央）

章を手にされる西岡さん（右）
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厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
　
村
木
圭
子
さ
ん

生
活
改
善
推
進
委
員

（
愛
称：

ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
の
村
木
圭
子
さ
ん
は
、
こ

の
ほ
ど
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
健
康
づ
く
り
案
内
役
と

自
衛
官
募
集
相
談
員
に

小
辻
　
西
村
両
氏
を
委
嘱

衛
隊
三
重
地
方
協
力
本

部
（
桐
井
賢
一
本
部
長
）

と
町
で
は
、
自
衛
官
募
集
相
談

員
に
小
辻
隆
則
さ
ん（
南
新
町
）、

西
村
輝
昭
さ
ん
（
下
田
辺
）
を

委
嘱
す
る
た
め
、
11
月
７
日
、

役
場
公
室
で
委
嘱
式
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
相
談
員
は
、
自
衛
官
志

願
者
に
対
し
、
自
衛
隊
に
関
す

る
情
報
提
供
や
地
域
で
の
広
報

な
ど
の
募
集
事
務
に
つ
い
て
援

助
・
活
動
を
お
願
い
す
る
も
の

で
、
任
期
は
２
年
で
す
。

自食

人
権
擁
護
委
員
に

中
村
武
二
さ
ん
を

委
嘱

ち
の
人
権
擁
護
委
員
に

中
村
武
二
さ
ん
（
原
）

を
委
嘱
し
、
総
務
大
臣
か
ら
の

委
嘱
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

な
お
、
町
の
人
権
擁
護
委
員

は
、
中
村
さ
ん
の
ほ
か
、
谷
野

育
子
さ
ん
、
河
井
洋
子
さ
ん
、

西
正
則
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

ま

し
て
、
25
年
間
食
生
活
改
善
事

業
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

11
月
13
日
、
役
場
公
室
で
辻

村
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 委嘱した

西村さん（左）と
小辻さん（下中央）

委嘱した中村さん（右）

表彰された村木さん（左）
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会
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
県

選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
出
場
し
１
走
を
務
め
、
２
・

３
年
に
ま
じ
り
素
晴
ら
し
い
走

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。（
タ

イ
ム
48
秒
58
）

同
月
30
日
、
山
口
校
長
、
吉

岡
顧
問
と
と
も
に
辻
村
町
長
を

訪
れ
結
果
報
告
し
た
石
原
さ
ん

は
、「
初
め
て
の
大
き
な
大
会
で

大
変
緊
張
し
た
。
夢
中
で
走
り

ま
し
た
。」
と
話
し
な
が
ら

も
、「
早
く
個
人
種
目
で
１

０
０
メ
ー
ト
ル
決
勝
に
出

場
し
た
い
で
す
」
と
来
年

へ
の
意
欲
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
山
口
校
長
は
、

「
生
徒
に
も
励
み
に
な
り
、

他
の
ク
ラ
ブ
に
も
い
い
刺

激
に
な
る
」
と
話
し
大
変

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

学
生
の
陸
上
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
決
め
る
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
日
本
陸
上
競

技
連
盟
主
催
）
が
10
月
27
日
か

ら
29
日
、
横
浜
市
日
産
ス
タ
ジ

ア
ム
で
行
わ
れ
、
玉
城
中
学
校

１
年
　
石
原
瑞
穂
さ
ん
が
見
事

３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

石
原
さ
ん
は
９
月
２
日
、
同

県
大
会
の
１
年
１
０
０
メ
ー
ト

ル
走
で
２
位
に
入
り
、
全
国
大

玉
中
　
石
原
瑞
穂
さ
ん
見
事
入
賞

Jr
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

中

注目の話題

ピックアップ
T a m a k i T o w n R e p o r t

工
場
建
設
に
向
け
、
造

成
が
は
じ
ま
っ
た
京
セ

ラ
ミ
タ
株
式
会
社
で
11
月
１
日
、

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
京
セ
ラ
ミ
タ
が
取
得
し

た
土
地
は
、
野
篠
地
区
の
山
林
な

ど
約
８
万
６
千
平
方
メ
ー
ト
ル
。

現
在
の
敷
地
と
あ
わ
せ
る
と
約
15

万
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、

京
セ
ラ
ミ
タ
株
式
会
社
で

安
全
祈
願
祭

新

賞状とメダルを手に辻村町長の激励をうける石原さん

こ
の
う
ち
約
１
万
平
方
メ
ー
ト

ル
に
、
鉄
筋
４
階
建
て
の
新
工

場
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
周
辺
の
道
路
、

排
水
路
の
整
備
が
行
わ
れ
、
新

工
場
は
来
年
１
月
に
着
工
、
12

月
に
は
操
業
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

京セラミタ（株）造成予定地で行われた安全祈願祭
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秋の催しが終わり早いもので師走を迎えま
した。みなさんいかがお過ごしでしょうか。
今年の秋は、文化芸能まつり、収穫を祝
うまつり、慈善活動と様々な行事が行われ、
私も参加させていただく機会に恵まれまし
た。まさにその地域の息吹を肌で感じ、人
と人との和の大切さを心で感じたところで
あります。
先日、チャリティー歌謡祭を開かれた浦
千恵子さんが募金を手に私を訪れてくれま
した。15回目の節目の年になるとのこと
で、そのご苦労に感謝し、福祉のために大
切に使わせていただくことをお約束いたし
ました。
また、もう一つうれしいことがありまし
た。それは、アスピア玉城のなかにある
「ふるさと味工房アグリ」がオープンして
10年目を迎えたことであります。経営をい
ただいているアクトファームの野口社長を
はじめ、生産者のみなさんの努力があった
からこそなしえたことだと、感謝を申し上
げました。生産者と消費者の顔が見える素
晴らしい施設であります。ますます発展さ
れ、農業町の核としていつまでも“元気な
アグリ”を期待したいものです。
田丸城の築城670年を記念して、各種の
行事を行ってまいりましたが、ご参加いた
だけましたでしょうか。引き続き、みなさ
んの力作を今一度ご覧いただけるよう、役
場ロビーを開放し展示してまいります。足
を運んでいただきたいと思います。
いよいよ、カレンダーも残り一枚となり
ました。来る年を背筋を伸ばして迎えたい
と思っております。

平成18年11月17日　町長室にて

COLUMN in December,2006

町長
コラム

と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
子
ど
も
た

ち
は
待
ち
ま
す
。
や
っ
と
炊
き

上
が
り
炊
飯
器
の
フ
タ
を
開
け

た
と
き
の
子
ど
も
達
の
嬉
し
そ

う
な
笑
顔
。

こ
の
あ
と
、
自
分
た
ち
で
お

に
ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。「
い
た

だ
き
ま
ー
す
。」「
お
い
し
い
な

ー
。」「
お
芋
あ
ま
ー
い
。」

米
は
玄
米
の
ま
ま
入
れ
た
の

で
ち
ょ
っ
と
茶
色
く
、
古
代
米

は
黒
く
、
一
緒
に
炊
く
と
赤
飯

の
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
に
栗
と

サ
ツ
マ
イ
モ
の
黄
色
が
混
り
あ

っ
て
、
色
合
い
も
よ
く
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
作
っ
た
お
米
や

サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
た
喜
び
。

そ
し
て
、
お
米
、
一
粒
一
粒
の

大
切
さ
を
知
っ
た
子
ど
も
達
で

し
た
。

丸
保
育
所
で
は
、10
月
19

日
、年
長
児
待
望
の
栗
・

サ
ツ
マ
イ
モ
・
ム
カ
ゴ
（
山
芋

の
実
）
ご
飯
を
炊
き
ま
し
た
。

４
月
末
に
お
米(

コ
シ
ヒ
カ
リ)

と
古
代
米
の
苗
を
四
角
い
バ
ケ

ツ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
タ
に
植
え

ま
し
た
。
水
を
や
り
、
肥
料
を
や

り
、
自
分
た
ち
で
丹
誠
込
め
て
育

て
た
稲
が
こ
の
秋
実
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
収
穫
で
き
た
お
米

は
わ
ず
か
。
自
分
た
ち
の
手
で

収
穫
し
て
、
も
み
を
１
粒
１
粒

手
で
む
き
、
や
っ
と
お
米
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
お
米
を
使
っ
て
ご
飯
を

炊
こ
う
と
、
散
歩
に
出
か
け
て

見
つ
け
て
き
た
栗
や
ム
カ
ゴ
、

保
育
所
の
畑
で
採
れ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
加
え
一
緒
に
炊
き
込
み

ま
し
た
。
お
米
は
残
念
な
が
ら

年
長
児
全
員
が
食
べ
る
に
は
少

し
足
り
ず
、
市
販
の
も
の
を
混

ぜ
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
ご
飯
が
で
き
る
か

な
ー
。」「
早
く
食
べ
た
い
な
。」

保
育
所
の
行
事
と
活
動
　
保
育
所
で
行
わ
れ
た
楽
し
い
行
事
や
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

栗
・
芋
・
ム
カ
ゴ
ご
飯
　
　
　
　

田
丸
保
育
所

町立保育所園庭開放のご案内
日時 12月20日　第３水曜日　午前中
場所 各町立保育所
お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。

Letter to you
田
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玉城町長
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月・木コース 火・金コース

可　燃　物 12月28日（木） 12月29日（金）

不　燃　物 12月20日（水）

プラスチック 12月29日（金）

ペットボトル 12月28日（木）

資 源 び ん 12月27日（水）

田丸・有田地区 外城田・下外城田

古紙・布類 12月28日（木） 12月29日（金）

月・木コース 火・金コース

可　燃　物 １月４日（木） １月５日（金）

不　燃　物 １月17日（水）

プラスチック １月09日（火）

ペットボトル １月11日（木）

資 源 び ん １月10日（水）

田丸・有田地区 外城田・下外城田

古紙・布類 １月４日（木） １月５日（金）

●ごみの収集
年末最終日

年始初日

●伊勢広域環境組合清掃工場 TEL（37）1218
年末 １２月３０日（土）まで
＜２３日（祝）～２４日（日）を除く＞

午後４時４５分まで受け入れ
年始 １月　４日（木）から
年末は例年大変混雑し、長時間お待ちいただく
ことがあります。早目の搬入にご協力ください。

●伊勢広域環境組合斎場（火葬場）TEL（28）5120
１月１日のみ休業

●上下水道業務　　　　　 TEL（58）8207
使用者の管理内（メーターより屋内側）で発
生した水道管の破裂等については、直接指定給
水装置工事事業者へ修理をご依頼ください。
また、本管側（メーターより道路側）での破
裂については役場もしくは下記の工事事業者に
ご連絡ください。
１２月　三重農事（有） TEL（５８）３１６０
１月　 （有）玉幸住設　TEL（５８）３３３１
水道管が凍結・破裂しやすい季節となってきま
した。屋外に露出した水道管には、保温材をつけ
るなど凍結防止対策をお願いします。
▼水道・下水道料金の納期

納期は、１２月２５日（月）となります。

保健・福祉

●健康管理センター　　　　 TEL（58）7373
地域包括支援センター　
役場業務に同じ

Telephone Guide
年末年始閉庁期間中役場へご用の方は TEL 58-8213へ

●保健福祉会館・ふれあいホール TEL（58）8000
年末 １２月２８日（木）まで
年始 １月　４日（木）から

※ヘルストロン・機能回
復訓練室の使用は２９日
（金）まで、年始は４日（木）
から。

●さくら児童館　　　　　　TEL（58）8527
梅がおか児童館　　　　　TEL（58）8345
年末 １２月２８日（木）まで
年始 １月　５日（金）から

●社会福祉協議会　　　　　TEL（58）6915
年末 １２月２８日（木）まで
年始 １月　４日（木）から
ことぶき人材センター、福祉バス運行も同じ。

●休日応急診療所（伊勢市八日市場：伊勢市福祉健康センター）
内科・小児科　TEL（25）8795
１２月３１日～１月３日（昼・夜）
※夜間は年間を通じて変更ありません

歯科　　　　　TEL（27）0829
１月１日～１月３日（昼・夜）
その他の診療科目は「救急医療システム」

TEL（２８）１１９９へ

●玉城病院 TEL（58）3039
年末 １２月２８日（木）午前まで
年始 １月　４日（木）から

※１２月３０日（土）は
午前中診察いたします。
年末年始の急患は、来
院される前にご連絡く
ださい。
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年末年始業務のご案内年末年始業務のご案内

一 般 事 務

役場一般事務 電話（58）8200
年末　12月28日（木）午後5時まで
年始　 1月 4日（木）午前8時30分から

スポーツ・文化施設

●中央公民館・総合グラウンド・町体育センター・
お城広場（占有使用の場合）・町営テニスコート

TEL（58）6331
年末 １２月２８日（木） 午後５時まで
年始 １月　４日（木） 午前８時30分から

●戸籍関係の届出は宿直室へ
TEL（58）8213

閉庁期間中の死亡届などの戸籍関係の届出や火
葬・埋葬の申請などで役場にお越しの際は、厚生
棟（役場庁舎裏）１階の宿直にお申し出ください。

●村山龍平記念館・奥書院 TEL（58）8212
年末 １２月２７日（水）まで
年始 １月　４日（木）から

●ふれあいの館・ふるさと味工房アグリ
年末 １２月３０日（土）まで
年始 １月　２日（火）から

※１２月２７日（水）、１月３日（水）は臨時
営業
※１２月３０日（土）、１月２日（火）、
３日（水）の営業は午後６時まで
※１月１６日（火）は臨時休業

●し尿くみ取り
年末 １２月２９日（金）まで
年始 １月　５日（金）から
お申し込み予約は１２月１１日（月）までに
※６・７・８日は休業です

奥山衛生　　　TEL（５８）２７２２
度会玉城衛生　TEL（５８）４６４９

アスピア玉城

環境・衛生
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玉
城
町
職
員
の
人
事
行
政
、
給
与
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

地
方
公
務
員
の
勤
務
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
給
与
は
、
民
間
と
の
比
較
、
国
家
公
務
員
や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体

の
職
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
玉
城
町
職
員
の
人
事
行
政
の
運
営
、
な
ら
び
に
支
給
さ
れ
て
い
る
給
与
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

給 
　 
　 
　 
与 

職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額状況 

職員の初任給の状況  職員1人当たりの額  
（平成18年4月1日現在） 

（一般行政職） 

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与を 
　100とした場合の当町職員の給与水準 

（注）・標準的な職務の内容とは、標準職務表による代表的な職名を示しています。 
　　　・町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

職員の級別職員数の状況 
給料表は、職務の内容や責任の程度によって、いくつかの級に区分されます。 

（平成18年4月1日現在） 

（平成17年度決算額） 

（平成18年4月1日現在） 

（注）給与は、基本給である給料に諸手当を含んだものです。 

区　　分 一般行政職員 技能労働職 医　療　職 

平均給料月額 

平均給与月額 

平 均 年 齢  

317,080円 

338,633円 

40歳4月 

区　　分 1級 

標準的な職務の内容 

一般行政職 

 

技能労務職 

 

医 療 職  

職員数(人) 

 

職員数(人) 

 

職員数(人)

構成比 

 

構成比 

 

構成比 

吏員 

雇 

5 

5.6% 

0 

0.0% 

0 

0.0%

2級 

吏員 

4 

4.4% 

0 

0.0% 

0 

0.0%

3級 

主査 

吏員 

61 

67.8% 

28 

100.0% 

5 

55.6%

4級 

主幹 

所長 

8 

8.9% 

－　 

 

4 

44.4%

5級 

主幹 

8 

8.9% 

－　 

 

0 

0.0%

6級 

参事 

4 

4.4% 

－　 

 

－　 

計 

90 

100.0% 

28 

100.0% 

9 

100.0%

区　分 

高校卒  

短大卒  

大学卒  

138,400円 

151,000円 

170,200円 

職員1人当たりの給料 

職員1人当たりの給与 

ラスパイレス指数  

3,795,000円 

5,500,000円 

93.7138,400円 

151,000円 

170,200円 

287,824円 

289,502円 

53歳2月 

321,108円 

333,932円 

43歳8月 

町 国 

初任給 初任給 
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区　　分 

職員給与費の状況 

（注） 人件費には、一般会計の給与のほか、町長、助役、 
収入役、議会議員等の特別職に属する職員の給料、 
報酬等を含んでいます。 

（注） 期末・勤勉手当の支給割合および 
退職手当の支給率は国と同じです。 
 

※町長、助役、収入役、教育長の給料については、平成18年 
　7月1日から平成22年4月18日まで、5/100を減額してお 
　り、（　）内は減額後の額です。 

（平成18年度一般会計当初予算） 

特別職の報酬等の状況 

期末・勤勉手当、退職手当の状況 

（平成18年4月1日現在） 町議会議員の報酬等の状況 （平成18年4月1日現在） 

扶養手当、住居手当、通勤手当 （平成18年4月1日現在） 

手 

当 

特 

別 

　 

　 

　 
　 

給与費総額 
777,065千円 給料 

474,102千円 

投開票事務手当 
1,149千円 

勤勉手当 
62,238千円 

期末手当 
129,507千円 

管理職手当 
9,000千円 

時間外勤務手当 
10,592千円 

退職手当組合負担金 78,190千円 

扶養手当 7,722千円 

住居手当 0円 

児童手当 2,560千円 

通勤手当 1,218千円 

管理職特別勤務手当 449千円 
特勤手当 338千円 

給料月額等 期末手当 

給料 

期末・ 
勤勉手当 

退職手当 

町　長 

助　役 

収入役 

教育長 

780,000円 
(741,000円)

06月期 
 

12月期 
 
計 

 
06月期 
12月期 
 
計 

期末 
1.4月分 
1.6月分 
 

3.0月分 

 
0.725月分 
0.725月分 

 
1.45月分 

勤勉 

 
最高限度額 
勤続20年 

25年 
35年 

定年・勧奨 
59.28月分 
27.3月分  
42.12月分 
59.28月分 

2.1月分 
 

2.3月分 
 

4.4月分 

590,000円 
(560,500円)
560,000円 
(532,000円)

職制上の段階、職務の 
級等による加算措置有り 

（平成18年度支給割合） 

（平成18年度支給率） 

525,000円 
(498,750円)

報酬月額 期末手当 

報酬 

議　長 

副議長 

委員長 

議　員 

280,000円 

215,000円 

205,000円 

195,000円 

06月期 
 

12月期 
 
計 

1.4月分 
 

1.6月分 
 

3.0月分 

区　　分 

区　　分 

扶養手当 

住居手当 

 

通勤手当 

配偶者 

配偶者以外の扶養親族２人まで 

ただし、配偶者のない場合の１人目 

扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目 

その他の扶養親族 

なお、満16歳以上22歳までの子について（加算額） 

平成17年度から廃止 

 
交通機関利用者

 

 

 

 

 

 

 
自家用車等の利用者 

13,500円 

6,000円 

11,000円 

6,500円 

5,000円 

5,000円 

 

実費 

最高55,000円 

2,000円 

4,100円 

6,500円 

8,900円 

11,300円 

13,700円 

16,100円 

18,500円 

20,900円 

21,800円 

22,700円 

23,600円 

55,000円未満 

55,000円以上 

片道６㎞～10㎞未満 

片道10㎞～15㎞未満 

片道15㎞～20㎞未満 

片道20㎞～25㎞未満 

片道25㎞～30㎞未満 

片道30㎞～35㎞未満 

片道35㎞～40㎞未満 

片道40㎞～45㎞未満 

片道45㎞～50㎞未満 

片道50㎞～55㎞未満 

片道55㎞～60㎞未満 

片道60㎞以上 

内　　容 

人件費の状況 （平成17年度普通会計決算） 

42.7%

6.9%

26.1%

11.4% 

12.8%

その他 
1,765,971千円 

歳出額 
4,133,347千円 

人件費 
1,080,076千円 

投資的経費 
472,535千円 

公債費 
528,767千円 

扶助費 
285,998千円 
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■
職
員
の
採
用
状
況

職
員
の
採
用
は
、
行
政
需
要
の
動
向
や
今
後
の
退
職
者
数
な

ど
を
考
慮
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
中
に
は
、
医
療

職
で
３
人
を
採
用
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
18
年
４
月
１
日
の
職
員
新
規
採
用
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

■
職
員
の
退
職
状
況

平
成
17
年
度
中
（
平
成
17
年
４
月
１
日
〜
18
年
３
月
31
日
）

の
職
員
退
職
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
勤
務
時
間

週
40
時
間
勤
務
で
、
１
日
の
勤
務
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
を
目
的
に
午

後
７
時
ま
で
窓
口
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
勤
務
時

間
帯
を
ず
ら
す
な
ど
、
業
務
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
勤
務
形
態

を
と
っ
て
い
ま
す
。

■
休
暇
制
度

休
暇
に
は
大
き
く
次
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
年
次
有
給
休
暇：

１
年
（
暦
年
）
あ
た
り
20
日
間
の
年
次
有

給
休
暇
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
残
数
が
あ
る
場
合
は
、
20
日
を

限
度
と
し
て
翌
年
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
病
気
休
暇：

病
気
療
養
に
必
要
な
期
間
（
90
日
以
内
）
に
つ

い
て
有
給
で
与
え
ら
れ
ま
す
。

③
特
別
休
暇：

特
定
の
事
由
に
基
づ
い
て
有
給
で
認
め
ら
れ
ま

す
。
結
婚
休
暇
、
忌
引
休
暇
、
産
前
・
産
後
休
暇
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
休
暇
、
夏
季
休
暇
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

④
介
護
休
暇：

配
偶
者
な
ど
の
介
護
が
必
要
な
期
間
（
連
続
し

て
６
カ
月
以
内
）
に
つ
い
て
無
給
で
あ
た
え
ら
れ
ま
す
。

■
分
限
処
分

分
限
処
分
は
、
公
務
能
率
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

心
身
の
故
障
や
職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
な
ど
、
一
定
の
事

由
が
あ
る
場
合
に
、
職
員
の
意
に
反
す
る
不
利
益
な
身
分
上
の

変
動
を
も
た
ら
す
処
分
で
す
。
そ
の
種
類
と
し
て
、
免
職
、
降

任
お
よ
び
休
職
が
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
分
限
処
分
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
懲
戒
処
分
の
状
況

懲
戒
処
分
は
、
職
員
が
法
令
や
職
務
上
の
義
務
な
ど
に
違
反

し
た
場
合
に
道
義
的
責
任
を
問
う
こ
と
に
よ
り
、
公
務
に
お
け

る
規
律
と
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
処
分
で
す
。

そ
の
種
類
と
し
て
、
免
職
、
停
職
、
減
給
お
よ
び
戒
告
が
あ

り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
信
頼
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、

今
後
と
も
服
務
規
律
の
遵
守
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
不
祥
事

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
厳
正
に
処
分
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
懲
戒
処
分
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

職
員
の
給
料
、
人
事
行
政
に
関
す
る
こ
と
は
、
町
総
務
チ
ー

ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
８
２
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

免
職

停
職

減
給

戒
告

計

０

※
こ
の
他
、
地
方
公
務
員
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
た
職
員
が
１
人
い
ま
す
。

０

１

０

１

０ 免
職

０ 降
任

２ 休
職

２ 計

１

定
年
退
職

３

普
通
退
職

７

勧
奨
退
職

11 計

医
　
療
　
職

３

単
純
労
務
職

３

一
般
行
政
職
（
保
育
士
）

２

区
　
分

採
用
人
数
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み
ん
な
の
ち
か
ら
で
子
育
て
を

＝
ま
っ
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
＝

子
育
て
は
、
一
人
で
が
ん
ば
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
み
ん
な
で
声
か
け
あ
っ
て
、
励
ま
し
あ

っ
て
。
時
に
は
愚
痴
も
い
い
あ
っ
て
。」
親
も
保
育

士
も
教
師
も
地
域
の
人
々
も
、
子
ど
も
た
ち
に
か

か
わ
る
大
人
が
そ
ん
な
気
持
ち
で
子
育
て
出
来
た

ら
、
も
っ
と
楽
し
く
す
ご
せ
る
は
ず
。
玉
城
町
を

そ
ん
な
町
に
し
た
い
と
、
男
女
共
同
参
画
事
業
の

一
環
で
毎
年
開
い
て
い
る
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
第
４

弾
を
企
画
し
ま
し
た
。

出
演
の
町
田
さ
ん（
ま
っ
ち
ゃ
ん
）の
遊
び
は
、
ほ

ん
わ
か
あ
っ
た
か
く
ゆ
っ
た
り
な
遊
び
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
と
っ
て
も
楽
し
い
！
親
子
で
ふ
れ
あ
い
、

そ
し
て
あ
な
た
自
身
が
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
　

▼
日
　
時

平
成
19
年
２
月
11
日（
日
）

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
出
演
者

町
田
　
浩
志
さ
ん

【
午
前
の
部
】

■
親
子
つ
な
が
り
遊
び
＆
コ
ン
サ
ー
ト

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
で
、
歌
っ
て
、
楽
し
み
ま

す
。
子
ど
も
達
も
、
大
人
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な

る
遊
び
＆
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
ダ

ン
ス
参
加
も
あ
り
！

▼
開
　
場

午
前
９
時
30
分
　
開
演
10
時

▼
参
加
費

大
人
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円

小
人
３
０
０
円

福
寿
学
級
「
玉
城
学
園
」

第
６
回
講
座
の
お
知
ら
せ

町
教
育
委
員
会
で
は
、
福
寿
学
級
「
玉
城
学
園
」

の
第
６
回
講
座
を
次
の
よ
う
に
開
設
し
ま
す
。

今
回
は
、「
悪
質
商
法
で
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の

対
処
法
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。
会
員
以
外
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

な
お
、
準
備
の
都
合
上
、
今
回
新
た
に
参
加
を

ご
希
望
の
方
は
、
12
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委

員
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

12
月
22
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
内
　
容

「
悪
質
商
法
で
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の

対
処
法
」

▼
講
　
師

県
生
活
部
消
費
生
活
室
主
事

古
市
和
希
さ
ん

詳
し
く
は
、
町
教

育
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
８
２
１
２

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
午
後
の
部
】

■
つ
な
が
り
あ
そ
び
研
修
会

す
ぐ
に
子
ど
も
た
ち
と
遊
べ
る
遊
び
・
ダ
ン

ス
・
つ
な
が
り
遊
び
を
ま
っ
ち
ゃ
ん
に
た
っ
ぷ
り

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
歌
を
使
っ
て
遊
べ
る
製
作

も
あ
り
ま
す
よ
。
子
ど
も
た
ち
と
も
っ
と
仲
良
く

な
り
た
い
、
楽
し
み
た
い
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で

き
る〝
遊
び
の
研
修
会
〞で
す
。

▼
受
　
付

午
後
１
時

▼
参
加
費

１
０
０
０
円

申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
町
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
７
３
７
３
、
ま
た
は
町

総
務
チ
ー
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
８
２
０
０
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
は
、
12
月
１
日
か
ら
町
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
会
館
、
町
総
務
チ
ー

ム
、
各
保
育
所
で
行
い
ま
す
。
お
早
め
に
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

●
町
田
浩
志
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

埼
玉
で
私
立
保
育
園
に
10
年
間
勤
務
し
、
同
園

の
園
長
も
勤
め
た
後
、
２
０
０
１
年
４
月
か
ら

「
つ
な
が
り
あ
そ
び
う
た
研
究
所
」
所
員
と
な
る
。

ほ
ん
わ
か
と
あ
た
た
か
い
歌
や
親
子
遊
び
は
各
地

で
大
好
評
。

保
育
所
・
児
童
館
・
お
や
こ
サ
ー
ク
ル
な
ど
に

つ
な
が
り
あ
そ
び
・
う
た
を
届
け
に
全
国
巡
業
中
。

代
表
作
は
、「
ま
た
ね
」「
ど
ん
ど
ん
ど
ど
ん
こ
」

「
み
ん
な
の
ち
か
ら
」
な
ど
。

Tamaki  New Informat ion

悪
質
商
法
で 

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の 

　
　
対
処
法 
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町
社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

■
子
育
て
教
育
相
談

子
ど
も
の
発
達
上
の
悩
み
や
人
と
の
か
か
わ
り
、

問
題
行
動
な
ど
、
日
頃
の
子
育
て
の
中
で
感
じ
る

小
さ
な
悩
み
か
ら
専
門
的
な
こ
と
ま
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
日
　
時

12
月
20
日（
水
）（
毎
月
第
３
水
曜
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員

田
中
敬
主
任
児
童
委
員

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
く
ら
し
の
困
り
ご
と

な
ど
の
生
活
全
般
の
相
談
を
お
受
け
す
る
「
無
料

法
律
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

平
成
19
年
１
月
16
日（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

事
前
に
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

６
９
１
５
へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み

受
付
は
１
月
４
日
（
木
）
〜
１
月
８
日
（
月
）
ま
で
。

（
申
し
込
み
が
多
い
場
合
に
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
下
さ
い
。）

田
丸
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

昨
年
、
Ｊ
Ｒ
田
丸
駅
前
で
実
施
し
た
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
と
、
保
育
所
園
児
の
ロ
ー
ソ
ク
燈
の
点

灯
を
今
年
も
行
い
ま
す
。

▼
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
期
間

12
月
９
日（
土
）
〜
１
月
13
日（
土
）

▼
イ
ベ
ン
ト
開
催
日

12
月
９
日（
土
）

午
後
５
時
30
分
〜

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

ロ
ー
ソ
ク
燈
の
点
火

○
×
ク
イ
ズ（
商
品
多
数
）

バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル

お
も
て
な
し
　
な
ど

そ
の
他
、
詳

し
く
は
、
町
商

工
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
３
２
１

１
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ
　
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
　
時

12
月
13
日（
水
）（
第
２
水
曜
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

▼
内
　
容

年
賀
状
づ
く
り

■
12
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日
　
時

12
月
15
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜

▼
対
象
者

０
〜
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
６
９
１
５
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

12
月
の
予
定

▼
日
　
程

12
月
６
日（
水
）

時
間

午
後
４
時
〜
４
時
30
分

会
場

さ
く
ら
児
童
館

▼
日
　
程

12
月
13
日（
水
）

時
間

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

会
場

梅
が
お
か
児
童
館

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田
啓
子

さ
ん
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
４
６
０
０
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨年の駅前イルミネーション
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玉
城
町
入
札
参
加
申
請

平
成
19
年
１
月
15
日
か
ら
受
付

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
り
寄
せ
が
可
能

平
成
19
・
20
年
度
に
お

い
て
、
玉
城
町
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
の

購
入
お
よ
び
業
務
委
託
な

ど
の
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
方
は
、
次

に
よ
り
関
係
書
類
を
玉
城
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
取
り
込
み
）
し
て
申
請
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
取
り
寄
せ
先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス：

h
ttp
://w

w
w
.tow

n
.tam

ak
i.m
ie.jp

/

玉
城
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
役
場
オ
ン
ラ
イ
ン
」

欄
の
〔
申
請
書
等
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら

■
受
付
期
間

①
平
成
19
年
１
月
15
日
〜
３
月
９
日
ま
で
の
も
の
　
　

→

　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
有
効

②
平
成
19
年
３
月
12
日
〜
３
月
30
日
ま
で
の
も
の
　
　

→

　
平
成
19
年
４
月
16
日
か
ら
有
効

③
平
成
19
年
４
月
２
日
以
降
の
も
の

→

　
平
成
19
年
５
月
１
日
以
降
、
受
付
完
了
後

有
効

※
上
記
期
間
中
、
土
・
日
曜
日
、
休
日
は
除
き

ま
す
。

■
受
付
時
間

午
前
の
部
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

午
後
の
部
　
午
後
１
時
〜
７
時

保
健
事
業
だ
よ
り

■
子
育
て
支
援
タ
イ
ム
「
に
こ
に
こ
」

12
月
の
行
事
内
容

▼
日
　
程

12
月
４
日（
月
）〜
７
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

▼
内
　
容

手
型
の
リ
ー
ス
を
作
ろ
う

▼
場
　
所

さ
く
ら
児
童
館

※
「
に
こ
に
こ
」
の
お
休
み
は
、
８
日
、
13
日
、

14
日
、
19
日
、
25
〜
28
日

■
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
集
ま
れ
ー
！

▼
日
　
時

12
月
５
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
内
　
容

ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
を
作
ろ
う

▼
場
　
所

さ
く
ら
児
童
館

▼
対
　
象

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

詳
し
く
は
、
さ
く
ら
児
童
館
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
５
２
７
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
場
所

〒
５
１
９
│

０
４
９
５

玉
城
町
田
丸
１
１
４
番
地
２

玉
城
町
役
場
総
務
チ
ー
ム
（
２
階
）

■
提
出
方
法

持
参
ま
た
は
郵
送

■
注
意
事
項

ク
リ
ッ
プ
留
め
ま
た
は
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
入

れ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル

な
ど
に
綴
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

詳
し
く
は
、
町
総
務
チ
ー
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
２
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
介
護
教
室

▼
日
　
時

12
月
17
日（
日
）

▼
時
　
間

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
　
所

玉
城
病
院
　
リ
ハ
ビ
リ
室

▼
内
　
容

車
い
す
の
移
乗
介
助
と
移
動
介
助
に

つ
い
て

▼
講
　
師

大
西
　
道
子
さ
ん

お
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
町
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を
助
成

１
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
は
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者

町
に
住
所
が
あ
る
満
１
歳
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
、
平
成
19
年
１
月
31

日
ま
で
に
接
種
を
受
け
た
方

▼
助
成
額

１
回
に
つ
き
５
０
０
円
の
助
成

▼
助
成
申
請
受
付
期
間

平
成
19
年
２
月
28
日
ま

で▼
申
請
時
必
要
な
も
の

申
請
書
（
医
療
機
関
の

窓
口
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。）
医
療

機
関
の
領
収
書
、
母
子
健
康
手
帳
（
接
種
の
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

詳
し
く
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
７
３
７
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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［ 町内版 3］
お
知
ら
せ
　
広
場

Tamaki
New

Informat ion

平
成
19
年
玉
城
町
成
人
式

平
成
19
年
成
人
式
を
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し

ま
す
。
新
成
人
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
程

平
成
19
年
１
月
７
日（
日
）

受
付
開
始

午
前
９
時
30
分

式
典
開
始

午
前
10
時

▼
会
　
場

町
中
央
公
民
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

な
お
、
式
典
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
当
町
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
12
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
町
中
央
公
民
館
へ
、
住
所
、
氏
名
な
ど
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
町
中

央
公
民
館
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
６
３
３
１
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

１
１
０
番
に
は
、
緊
急
対
応
を
必
要
と
し
な
い

相
談
な
ど
が
数
多
く
あ
り
、
緊
急
通
報
に
対
す
る

警
察
の
対
応
が
遅
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
１
１

０
番
の
目
的
に
沿
っ
た
正
し
い
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

〔
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
は
〕

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
２
２
４
）
９
１
１
０

今
月
も
話
題
の
本
を
取
り
揃
え
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸
出
期
間
は
14
日
間
で
す
。

な
お
、
新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド
の

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
登
録
の
対
応
時
間
は
、

月
〜
金
曜
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
。

登
録
の
際
、
身
分
証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。）

●
購
入
図
書
（
10
月
購
入
分
）

・
野
口
嘉
則
「
鏡
の
法
則
　
人
生
の
ど
ん
な
問
題

も
解
決
す
る
魔
法
の
ル
ー
ル
」

・
明
橋
大
二
「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
」３

・
安
部
晋
三
「
美
し
い
国
へ
」

・
橘
木
俊
詔
「
格
差
社
会
　
何
が
問
題
な
の
か
」

・
日
野
原
重
明
「
十
歳
の
君
へ
　
95
才
の
わ
た
し

か
ら
」

●
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
る
購
入

・
原
ゆ
た
か
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
　
き
ょ
う
ふ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
」

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
　
き
ょ
う
ふ
の

カ
ー
レ
ー
ス
」

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
　
き
ょ
う
ふ
の

宝
さ
が
し
」

図
書
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育
委
員

会
内
、
玉
城
町
図
書
館
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
８
２

１
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
で
購
入
し
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
予
算
、
内
容

な
ど
に
照
ら
し
、
購
入
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。）

今月の新規購入図書

新
着
図
書
の
お
し
ら
せ

12
December



救
命
講
習
会
開
催

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時
間
）
を
次
の
よ
う
に
開

き
ま
す
。

▼
日
　
時

毎
月
９
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
場
　
所

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
　
２
階

▼
内
　
容

心
肺
蘇
生
法
、
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
に
つ
い
て
理
解
し
、
た
だ
し
く

で
き
る
よ
う
に
学
び
ま
す
。

▼
定
　
員

毎
回
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。）

そ
の
ほ
か
、
知
識
の
確
認
と
実
技
の
評
価
が
加

わ
っ
た
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
（
４
時
間
）、
高
度
な
救

命
法
と
な
る
上
級
救
命
講
習
（
８
時
間
）
も
実
施
さ

れ
ま
す
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

伊
勢
市
消
防
本
部
消
防
課
　
Ｔ

Ｅ
Ｌ
（
２
５
）
１
２
１
６
ま
で
、

申
し
込
み
書
に
つ
い
て
は
、
伊

勢
市
消
防
署
玉
城
出
張
所
に
も

有
り
ま
す
。

城あとに夢を築くまち たまき　2006-12

20

ありがとう手帖

●㈱いせ典礼様から2万4750円を、町社会福祉
協議会へお寄せいただきました。

●農事組合法人茶屋様から、収穫祭野菜売上金
1万3100円を寄付いただきました。

●下井文生さん（矢野）から水墨画「田丸城址」
（全国水墨画奈良予選入選作品）を町長室に
寄付いただきました。

●11月12日、町勤労者生活福祉協議会のみな
さんに、中央公民館植木のせん定作業などの
奉仕をいただきました。

［ 広域版 1］

Tamaki  New Informat ion

三
重
中
央
看
護
学
校
　
学
生
募
集

三
重
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
中
央
看
護
学
校

で
は
、
平
成
19
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

一
般
入
学
試
験：

平
成
19
年
３
月

高
等
学
校
卒
業
見
込
み
、
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
人
。
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方

▼
願
書
受
付

12
月
18
日
（
月
）
〜
平
成
19
年
１
月

15
日（
月
）必
着

▼
試
験
日

１
次
試
験：

１
月
24
日（
水
）

２
次
試
験：

１
月
25
日（
木
）

資
料
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
三
重
中
央
医
療
セ

ン
タ
ー
附
属
三
重
中
央
看
護
学
校
入
試
係
　
（
〒

５
１
４
│

１
１
０
１
　
津
市
久
居
明
神
町
２
１
５
８

│
５
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
２
５
９
）
１
１
７
７

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

伊
勢
・
志
摩
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

伊
勢
志
摩
第
九
を
歌
う
実
行
委
員
会

地
域
や
性
別
、
年
齢
、
職
業
な
ど
を
超
え
た
友

情
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
い
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
「
第
九
（
歓
喜
の
歌
）」
を
伊
勢
志
摩
周
辺
地

域
の
音
楽
愛
好
家
が
集
い
、
大
合
唱
す
る
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。

▼
日
　
時

12
月
23
日（
祝
）

午
後
２
時
開
演

▼
場
　
所

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

▼
入
場
料

前
売
り
券
１
５
０
０
円

当
日
券
　
１
８
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
同
観
光
文
化
会
館
。
そ
の
他
、

詳
し
く
は
実
行
委
員
会
（
冨
田
さ
ん
）
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
２
４
）
６
１
４
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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［ 広域版 2］
お
知
ら
せ
　
広
場

Tamaki
New

Informat ion

民
年
金
保
険
料
）
控
除
申
請
書
」
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
５
７
０
（
０
０
）

９
９
１
１
、
ま
た
は
、
町
生
活
福
祉
チ
ー
ム
　
Ｔ

Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
８
２
０
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

放
送
大
学
　
平
成
19
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学

べ
る
正
規
の
大
学
で
す
。
平

成
19
年
度
第
１
学
期
（
４
月

入
学
）
の
教
養
学
部
学
生
お

よ
び
大
学
院
修
士
選
科
生
・

修
士
科
目
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
学
生
種
類

全
科
履
修
生：

大
学
卒
業
を
目
的
に
学
ぶ

選
科
履
修
生：
１
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科

目
を
選
び
学
ぶ

科
目
履
修
生：

半
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科

目
を
学
ぶ

▼
入
学
試
験
・
入
学
資
格

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
卒
業
を
目
的

と
す
る
全
科
履
修
生
は
18
歳
以
上
で
、
高
等
学
校

卒
業
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
方
。
そ
の
他
は
15
歳

以
上
で
あ
れ
ば
可
。

年
金
だ
よ
り

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

●
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
（
非
課
税
）
の
対
象
で
す
。

●
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を

申
告
す
る
と
き
は
、「
領
収
証
書
」
や
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
の

添
付
等
が
必
要
で
す
。

●
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
申

請
書
」
は
、
11
月
上
旬
ま
で
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

申
請
書
」
と
は
・
・
・

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

（
非
課
税
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
１
年
間
の
納
付
額
を
申
告
す
る
こ

と
に
よ
り
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
際
は
、
生
命
保

険
料
控
除
等
を
受
け
る
場
合
と
同
様
に
証
明
書
類

の
添
付
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
１
月
１
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金

の
被
保
険
者
ご
本
人
あ
て
に
、「
社
会
保
険
料
（
国

12
December

▼
学
習
方
法

自
宅
の
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
ま
た

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
）
で
放
送
授
業
を
視
聴

す
る
か
、
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー
（
三
重

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等

を
利
用
し
て
学
習
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限

12
月
15
日
（
金
）
〜
平
成
19
年
２
月

15
日（
木
）ま
で

詳
し
く
は
、
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
０
５
９
（
２
３
３
）
１
１
７
０
　
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
県
最
低
賃
金
は

時
間
額
６
７
５
円

三
重
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
１

日
か
ら
「
時
間
額
６
７
５
円
」
に
、

４
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
特
定
の
産
業
に
該
当
す

る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、

産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
最
低
賃
金
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
三
重

労
働
局
賃
金
室
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
２
２
６
）
２

１
０
８
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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6

番組予定　 11月25日～12月24日
00、30
10、40

8 00

7 00

知っ得　納得
ちょっと玉城

特別番組

ビデオレポート

9 00、30
10、40

11 00

10 00

0 00

知っ得　納得
ちょっと玉城

特別番組

ビデオレポート

ビデオレポート

2 00 特別番組

1 00、30
10、40

知っ得　納得
ちょっと玉城

3 00 ビデオレポート

5 00 特別番組

4 00、30
10、40

知っ得　納得
ちょっと玉城

6 00 ビデオレポート

10 00 ビデオレポート

12 00 ビデオレポート

2 00 番組終了

8 00 特別番組

11 00 特別番組

7 00、30
10、40

知っ得　納得
ちょっと玉城

9 00、30
10、40

知っ得　納得
ちょっと玉城

1 00、30
10、40

知っ得　納得
ちょっと玉城

番組に関するお問い合わせ…
町総務チーム広報CATV  TEL 58-8200
放送に関するお問い合わせ…
（株）アイティービー制作部 TEL 27-0700

議会放送
（議会終了まで）

翌週録画

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

注
意：

番
組
は
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

議会放送（終了まで）
町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会翌週午前9時から再放送をします。

ビデオレポート（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝2週間）

特別番組（毎月1日、16日に更新）
行政・広報番組、特別編集番組など。

知っ得　納得（毎月5日、20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなどをする。

【11月25日～】
・防火パレード（町消防団）
・文化祭（有田小学校）
・アグリ10周年記念式典
・人権作文発表会（小中学校）など

【12月 2日～】
・建設協同組合ボランティア
・第５回社会福祉大会
・玉城ふるさと演劇フェスティバル
・キッズISO（外城田小学校）など

【12月 9日～】
・地震防災講演会
・空手道大会（スポーツ少年団）
・町長杯少年軟式野球大会（スポーツ少年団）など

【12月16日～】
・ソフトバレーボール大会
・文化講演会　など

【～11月30日まで】
・田丸神社保存会御輿渡御

【12月 1日～】
・自治体衛星番組『考えよう私たちの食と農』

【12月16日～】
・人権作文発表会（玉城中学校）

【11月20日～】
・歯科保健対策

【12月 5日～】
・退職者医療制度

【12月20日～】
・不燃ごみの分別

ちょっと玉城（毎月5日、20日に更新）
町のお知らせ番組（音声付文字情報）

・番組の紹介、行政情報など

県
立
伊
勢
ま
な
び
高
等
学
校

生
徒
募
集

県
立
伊
勢
ま
な
び
高
等
学
校
は
、
午
前
部
・
午

後
部
・
夜
間
部
の
三
部
制
か
ら
な
る
、
柔
軟
な
シ

ス
テ
ム
の
単
位
制
定
時
制
高
等
学
校
（
普
通
科
・

も
の
づ
く
り
工
学
科
）
で
す
。

■
入
　
試

推
薦
入
学
・
特
別
選
抜

推
薦
入
学
は
来
春
中
学
校
を
卒
業
す
る
人
が
対

象
で
す
。
特
別
選
抜
は
成
人（
20
歳
以
上
）の
方
や
、

す
で
に
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
人
が
対
象
。

▼
申
込
期
間

平
成
19
年
１
月
25
日（
木
）〜
30
日（
火
）

▼
試
験
日

推
薦：

２
月
６
日（
火
）・
特
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７
日（
水
）

一
般
選
抜

来
春
の
中
学
校
新
卒
者
・
中
学
校
既
卒
者
・
成

人
が
対
象
。

▼
申
込
期
間

平
成
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年
２
月
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日（
木
）〜
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日
（
月
）

▼
試
験
日

３
月
13
日（
火
）

試
験
内
容
な
ど
、

詳
し
く
は
、
伊
勢
ま

な
び
高
等
学
校
　
Ｔ

Ｅ
Ｌ
（
２
５
）
３
６

９
０
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務チーム TEL 58 - 8200
●税務住民チーム TEL 58 - 8201
●生活福祉チーム TEL 58 - 8203
●上下水道チーム TEL 58 - 8207
●建設チーム TEL 58 - 8205
●農林商工チーム TEL 58 - 8204
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育委員会（村山龍平記念館） TEL 58 - 8212
●青少年電話相談 TEL 58 - 8212
■病院老健チーム
玉城病院 TEL 58 - 3039
介護老人保健施設ケアハイツ玉城
・介護老人保健施設 TEL 58 - 3770
・訪問看護ステーション TEL 58 - 8117
・訪問介護 TEL 58 - 8117
・居宅介護支援事業所 TEL 58 - 8822
■健康管理センター TEL 58 - 7373
（地域包括支援センター）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■中央公民館 TEL 58 - 6331
■アスピア玉城　　
玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
ふるさと味工房 TEL 58 - 8686

■さくら児童館 TEL 58 - 8527
■梅がおか児童館 TEL 58 - 8345

休日・夜間当直室
TEL 58-8213

田丸城築城670年を記念したイベント
がたくさん行われました。いにしえの
吐息が感じられる今年の秋でした。

（町文化展展示会場で）

◆人の動き（平成18年10月31日現在）
●人口　15,037人（＋22人）
●男　　07,322人（＋07人）
●女　　07,715人（＋15人）
●世帯数 4,784世帯（＋08世帯）
（ ）は10月１日以降の増減

今月の表紙

表紙撮影：広報たまき編集委員会　西野公啓
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青少年電話相談
相談日
月曜～金曜日（祝日を除く）
時間　午前10時～午後４時

TEL（58）8212
相談は受付後、折り返しお電話をします。
お問い合わせは、町教育委員会へ

行政・心配ごと相談

12月10日（日）・20日（水）
時間　午後1時～3時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員、民生委員、人権擁護委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

町税など納期のお知らせ

町税などは、期限を守って必ず納めてください。

●固定資産税（第4期） ………………………12月25日（月）
お問い合わせは、町税務住民チームへ

●国民健康保険料・介護保険料（第9期）……12月25日（月）
お問い合わせは、町生活福祉チームへ

3歳児健康診査

12月13日（水）
受付時間　午後０時50分～１時20分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成15年6月1日～7月31日生まれのお子さんまたは前回未受診のお

子さん　＊該当児には、個人通知いたします
お問い合わせは、町健康管理センターへ

乳幼児相談

11月30日（木）
受付時間　午前10時～11時

午後1時～2時30分

場所　町保健福祉会館
対象　生後2カ月～未就園のお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください
お問い合わせは、町健康管理センターへ

12月14日（木）
受付時間　午前10時～11時30分

介護相談

毎月20日開催
時間　午後1時30分～4時
場所　町健康管理センター
お問い合わせは、町健康管理センターへ

いきいきクラブ

12月4日（月）・18日（月）・
1月9日（火）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　40歳以上の方
内容　手遊び、簡単なストレッチ

体操、健康御師による体操
など

7カ月児相談

12月14日（木）
受付時間　午後1時～2時
場所　町保健福祉会館
対象　平成18年4月1日～平成18年4

月30日生まれのお子さん
内容　身体計測、問診、離乳食相

談、育児相談
お問い合わせは、町健康管理センターへ

にこにこサロン

12月4日（月）・11日（月）・
18日（月）
時間　午前10時30分～11時30分
場所　梅がおか児童館
内容　お母さんたちの交流、情報

交換、自由遊びなど

0.1ひろば

12月19日（火）
時間　午前10時30分～11時30分
場所　さくら児童館
内容　クリスマス飾りをつくろう
お問い合わせは、さくら児童館へ

健康相談

12月6日（水）
1月17日（水）
時間　午前9時30分～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
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